
平成２０年度 小林商業 高等学校 学校評価
〔 〕教育目標 学校関係者評価のポイント

・自己評価の項目や指標①本県の教育基本方針に基いて、確かな力を基盤とする教育の推進。

は、適切に設定されて②郷土及び国家社会の発展に寄与する有為な人材の育成。

いるか。③心身ともに調和の取れた心豊かな人間の育成。

・自己評価の結果は、指上記のことを通じて、自己教育力・健康増進ならびに生命尊重の精神を養成していく。

標等をもとにした妥当経営方針

なものであるか。校訓 「自主・創造・親愛」 教育スローガン『チームワークで心身緑化』

・自己評価の結果を踏ま＊全職員が共通理解のもと、あらゆる教育活動を通して、生徒が自主的に活動する教育を目指す。

えた成果と改善策は適＊将来の商業人としての人材を育成するとともに、新しい文化を創造する力を育成する教育を目指す。

切であるか。＊生徒一人一人が互いを認め合い、理解しあうとともに自らも大切にする親愛の心を育む教育を目指す。

この実現を目指して 全職員が強力なチームワークをもって たくましいからだ・豊かな心・すぐれた知性 をそなえた 心、 「 」 『

身緑化教育に努める 』。

本年度の重点目標

①基礎学力の定着・向上

②高次の資格検定取得の推進

③基本的生活習慣の確立

④部活動の推進

⑤進路意識の高揚と進路実現への働きかけ

学 校具 体 的 方 策
自 己

成 果 及 び 改 善 策 評価・具体的意見
重 点 目 標 評 価 項 目 又は 関係者

評 価具 体 的 指 標
評 価

７月と１２月に、授業評価を実施したこ 生徒一人一人が「学ぶ喜びや成就①基礎学力の ・授業評価 ・年２回、各教科担任の授業を生

とにより、授業のあり方や工夫すべきこと 感・達成感を味わえる」取り組みを定着・向上 ・授業研修 徒自身が評価する。
Ｂ Ｂ

が明確となった。今後は、授業研修への取 工夫して頂きたい。・授業研究に励み、工夫改善に努

り組みを活性化させていく必要がある。め確かな学力をつけさせる。

時間を有効に活用していくことに、生徒 時間にルーズにならないように、・ベル着、ベル開 ・時間を守る観念と授業への準備

も職員も懸命に取り組んでいる。 先を見通した行動ができるようにし始の徹底 動作を含めた取り組み。 Ｂ Ｂ

て欲しい。・ノーチャイム

１０分間を静かに取り組んでおり、授業 集中力が高まり、生徒一人一人の・朝の10分間読書 ・心を落ち着かせ、学習への意欲

への導入環境がスムーズにできている。 内面を鍛えていくことができる。今を喚起する取り組み。 Ａ Ａ

後も続けて頂きたい。

定期考査への不振者が減少してきている 生徒個々人の持つ能力を見極める・基礎学力テスト ・基礎基本の充実を図り、学力を

が、どうしても改善できない生徒がいるた ことによって、具体的な創意工夫を・単元確認テスト 伸長させる。
Ｂ Ｂ

め、該当学年会とも協議しながら改善に努 行う素地ができる。このことを起点・教科内容の理解力を高めること

めていきたい。 とした取り組みが求められている。を目的として実施している。

３年生の取り組みが著しい。本校創立以 本校創立以来初の３０名合格は、②高次の資格 ・全商主催検定 ・教科科目の理解と共に、資格取

来初の３０名の合格者を出することができ 快挙である。この素晴らしい取り組検定取得の １級３種目以上 得を進路の重要なポイントとし Ａ Ａ

た このことを最終学年へ繋いでいきたい みを最終学年でも生かして頂きたい推進 30名合格 て、位置づけている。 。 。

高次の資格であるため、読解力・計算力 基礎基本の上に、生徒達が大きな・日商簿記会計 ・商業の基礎基本の上に、構築さ

等に力を入れて、指導を行っている。更な 自信と意欲を持って取り組んでくれ２級20名合格 れる高度な知識・技術の修得を Ｂ Ｂ

る奮闘努力が求められる。(合格者17名) ることを願っている。目指す。

午前中は全員合格だったが、午後を含め 問題の分析と同時に、今後の傾向・初級シスアド ・商業の基礎基本の上に、構築さ

ると結果的に、３名の合格に留まった。次 と対策を早急に考え、生徒を鍛え伸10名合格 れる高度な知識・技術の修得を Ｂ Ｂ

年度に向けて、更なる努力が求められる。 ばしていくことに努力して欲しい。目指す。

従順な生徒が多く、注意すると直すが自 生徒を教え伸ばす手立ては、親自③基本的生活 ・容儀の常時指導 ・生徒一人一人のあり方を正しく

主的な取り組みとなると時間と指導が必要 身の気づきによるところが非常に大習慣の確立 ・徹底週間の実施 位置づけさせることで、学校へ Ｂ Ｂ

である。 きい。脚下照顧の姿勢で臨むべき。の愛校心を持たせる。

親の協力が素晴らしく、声掛けがしっか 親が率先して、学校に協力してい・朝の挨拶運動 ・親と子とのコミュニケーション

りと行われた。また、校内美化にも生徒一 く姿勢を示していく。また、子供達・ゴミの減量化 には欠かせない取り組みである
Ａ Ａ

人一人がよく理解して、取り組んでくれて の成長・発展をサポートできる親で・校内美化のためにゴミ箱を校内

いる。 あって欲しい。には設置していない。

生徒の内面に迫る工夫がされており、生 子供達の心の悩みや相談を聞いて・悩みアンケート ・悩みアンケートや語る会を実施

徒のよりよい変化として、相談が多く行わ 頂けるシステムは、実に有難いこと・語る会 することで、生徒の心の動きを Ｂ Ｂ

れている。 である。今後も続けて頂きたい。つかみ支援していく。

閉校を１年後に控え、部活動の活性化に 部活動推進は、学校のバロメータ④部活動の推 ・部活動の活性化 ・部加入と同時に、活動内容を検

課題が残る。合同チームや部員数の減少等 である。閉校までの限られた時間を進 証し活性化していく。 Ｂ Ｂ

の課題を整理していきたい。 生かせる取り組みをして頂きたい。

進路意識の醸成のために、あらゆる工夫 早期からのキャリア教育は、進路⑤進路意識の ・キャリア教育の ・外部講師や卒業生を招くことで、

改善を加えて取り組んでいる。生徒の意識 への限りない挑戦を与えてくれる。高揚と進路 推進 進路に対する意識を高める。 Ａ Ａ

も高く、懸命に取り組んでいる。 さらなる創意工夫を願っている。実現への働

進路を１００％実現できたことが大きい ２年次から計画的かつ効果的な取きかけ ・進路実現 ・就職→面接指導および求人開拓

り組みを推進すること。加えて、徹・公務員・進学→課外の実施、傾
Ｂ Ｂ

但し、公務員への合格率が伸びなかった

底した現状分析と度重なる錬成を行向と対策について分析を行い、 ことを十分に検証し、次年度へ生かしてい

い生徒達一人一人を鍛えて頂きたい積極的に取り組んでいく。 くことが強く求められる。

※ Ａ：十分達成 Ｂ：概ね達成 Ｃ：検討の余地あり Ｄ：不十分


